
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁

今号の内容

１２月

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問  

２
～
７

議
案
に
対
す
る
質
疑  
 

 

８
～
９

常
任
委
員
会
・
視
察
報
告  

10
～
11

議
案
等
の
議
決
結
果  

12
～
13

１
月
臨
時
会
（
議
案
等
の
議
決
結
果
） 

13

市
民
の
声
・
３
月
定
例
会
・
編
集
後
記  

14

１２

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
１
日
発
行

　倉吉市議会だより「白壁」では、表紙写真を

募集しています。詳しくは市議会ホームペー

ジをご覧ください。

鳥取県中部森林組合より、Ｓ
エ ス ジ ェ ッ ク

ＧＥＣ認証材（適切な森林経営や持続可能な森林経営を行っている森林から産出された木材）を使用

したベンチ４台が市役所第２庁舎に寄贈されました。ベンチは第２庁舎前などに設置され、バスの待合などに活用されます。
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】

　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説明

を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質
ただ

すものです。

　倉吉市議会では、基本的に１人あたりの質問時間は２５分です。

◎印のついた質問について次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

く
ら
よ
し

福谷 直美

◎
メガソーラーパーク倉吉ゴルフ倶楽

部太陽光発電所建設工事について

ふるさと納税の現状と課題について

◎ 第２庁舎におくやみ窓口設置について

国の介護予防交付金倍増で市の考え

方について

子どもの通学路の安全対策の青パト

の活用について

県立美術館の進捗について

大月 悦子 ◎
地方創生に向けたSDGs(持続可能

な開発目標)の理念に基づく計画に

ついて

丸田 克孝

「とっとり防災フェスタ」と「倉吉市

総合防災訓練」について

◎ 避難施設の開設について

自動車運転免許証の自主返納について

◎ 「ストリートピアノ」の設置について

藤井 隆弘

◎ 学校再編について

くらしよし倉吉のシティプロモー

ションについて

大津 昌克

財政健全化と令和２年度予算編成方

針について

◎
市民参画と協働のまちづくり、特に

自治公民館との連携、支援体制につ

いて

空き家対策について

スポーツ施設の利用料について

新
政
会

竺原 晶子

◎
小学校における人権教育と性教育の

現状と対応について

増え続ける「不登校」の現状と対応に

ついて

メディアとの正しい付き合い方の現

状と対応について

◎
指定障害福祉サービス事業者実地指

導の現状と対応について

国や県との共催事業に対する市とし

ての協力のあり方について

坂井 徹 ◎
市長のまちづくりに対する先見性と

リーダーシップについて

福井 康夫

令和２年度当初予算編成方針について

◎ 県立美術館建設推進について

高齢者福祉政策について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同

鳥羽 昌明

◎
台風１５号・１９号を教訓とした今

後の本市の防災の取組みについて

買い物弱者対策支援について

市役所第２庁舎内へのキッズコー

ナー設置について

山口 博敬

ゴミ対策について

免許証返納について

マイナンバーカードについて

◎ 農林振興について

◎ 防災について

鳥飼 幹男

◎
民法改正に伴う市営住宅の保証人制

度について

公有財産の管理について

市民サービスの向上について

く
ら
よ
し
創
生

佐々木 敬敏
◎ 農業振興について

地域支援策について

米田 勝彦

福祉避難所について

◎ グラウンドゴルフ場について

◎ 市役所の観光資源化について

倉吉が目指す目標について

日
本
共
産
党

佐藤 博英

小中学校エアコン、不登校問題につ

いて

難聴者への補助について

保育の無償化について

◎ 高校通学費補助について

◎ 小規模水道への補助について

教職員の多忙化について

国保について

倉吉西保育園について

１２月
令和元年

第５回

定例会

一般質問通告一覧表より
【通告とは？】

　本会議で発言しようとする議員

は、あらかじめ議長に対して質問

する項目を明らかにするために、

文書で通告を行います。この文書

を「質問通告書」と言います。

　なお、この通告一覧表は定例会

開会日のおおむね２週間前に倉吉

市ホームページに掲載しています。
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【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党

※ 議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。

掲載は、質問順です（頁ごと、上から）。

市政の課題を洗い出し、 

解決策を探る
　令和元年１２月第５回倉吉市議会定例会が、令和元年１２月２日（月）から

１２月１８日（水）まで開催され、一般会計補正予算などが審議されました。

　会議録（質問、答弁など）は、市立図書館でご覧になれます。

　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホームページからご利用できます。

く 福
ふ く た に

谷 直
な お み

美
Fukutani Naomi

■ 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
倉
吉
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
太
陽
光
発
電
所
建
設
工
事
に

つ
い
て

■ 

第
２
庁
舎
に
お
く
や
み
窓
口
設
置
に

つ
い
て

問  

雨
量
の
想
定
を
し
た
安
全

対
策
な
ど
は

答  

開
発
協
定
書
の
中
で
災
害
防
止

に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。

県
と
も
連
携
し
状
況
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
立
ち
入

り
調
査
を
し
な
が
ら
指
導
し
て

い
き
た
い
。

問  

第
２
庁
舎
に
お
く
や
み
窓

口
を
設
置
し
て
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
っ
て
は

答  

手
続
き
が
多
い
の
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
配
慮
が
必
要

だ
と
思
う
。
第
２
庁
舎
に
は
窓

口
的
な
課
を
集
約
し
、
総
合
案

内
も
設
置
す
る
。
効
率
よ
く
市

民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

く 大
お お つ き

月 悦
え つ こ

子
Otsuki Etsuko

■ 

地
方
創
生
に
向
け
たS

D
G
s(

持
続

可
能
な
開
発
目
標)

の
理
念
に
基
づ

く
計
画
に
つ
い
て

問  「
誰
一
人
置
き
去
り
に
し

な
い
た
め
に
」
と
い
う

S

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

D
G

s

の
理
念
に
基
づ
く

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

ソ
フ
ト
対
策
は

答  

全
て
の
人
、
特
に
災
害
弱
者
を

守
る
こ
と
を
前
提
に
し
っ
か
り

対
応
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
考
え
を
持
ち
な
が

ら「
誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い

た
め
に
」
と
い
う
視
点
で
計
画
を

検
討
す
る
。

問  

第
12
次
倉
吉
市
総
合
計
画
、

第
２
期
倉
吉
市
総
合
戦
略

の
策
定
方
針
は

答  

弱
い
立
場
の
方
の
目
線
で
作
っ
て

い
く
べ
き
。
秋
に
実
施
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
市
民

対
話
集
会
を
行
い
、
意
見
を
聞

き
、現
状
と
課
題
を
把
握
し
た
い
。
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く 藤
ふ じ い

井 隆
た か ひ ろ

弘
Fujii Takahiro

■
学
校
再
編
に
つ
い
て

問  

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か

答  

今
後
に
つ
い
て
は
、
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
。
今
の
段
階

と
し
て
は
、
な
る
べ
く
近
い
う

ち
に
学
校
ご
と
に
複
数
の
修
正

案
が
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問  

市
長
の
学
校
再
編
へ
の
考

え
を
伺
う

答  

児
童
生
徒
数
の
減
少
は
避
け
て

通
れ
な
い
。
積
極
的
に
関
わ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
と
し
て

も
検
討
す
る
。
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
適
正
な
時
期
に
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

く 丸
ま る た

田 克
か つ た か

孝
Maruta Katsutaka

■ 

避
難
施
設
の
開
設
に
つ
い
て

■ 「
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
」
の
設
置
に
つ

い
て

問  
ペ
ッ
ト
同
行
が
可
能
な
避

難
所
は
開
設
で
き
な
い
か

答  

地
域
防
災
計
画
で
は
、
原
則
、

避
難
所
内
へ
の
ペ
ッ
ト
の
同
行

を
認
め
て
い
な
い
。
屋
外
飼
育

場
所
確
保
、
仮
設
収
容
施
設
の

整
備
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

飼
育
な
ど
で
対
応
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ペ
ッ
ト

の
同
行
の
希
望
に
添
え
る
よ
う

見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問  

倉
吉
未
来
中
心
に
ス
ト

リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
設
置
し

て
は

答  

施
設
の
管
理
者
で
あ
る
県
か
ら

は
、
設
置
に
は
十
分
な
検
討
が

必
要
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
管

理
や
利
用
方
法
、
ほ
か
の
利
用

者
へ
の
配
慮
な
ど
県
や
倉
吉
未

来
中
心
と
も
協
議
し
た
い
。

く 大
お お つ

津 昌
ま さ か つ

克
Otsu Masakatsu

■ 

市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、

特
に
自
治
公
民
館
と
の
連
携
、
支
援

体
制
に
つ
い
て

問  

近
年
、
自
治
公
民
館
へ
の

加
入
率
が
低
下
し
て
い
る

が
、
未
加
入
者
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か

答  

自
治
公
民
館
未
加
入
と
い
う
の

は
、
行
政
に
と
っ
て
も
、
本
人

に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
要
素
だ

と
思
う
。
な
ん
と
か
加
入
に
こ

ぎ
つ
け
る
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
倉
吉
市

自
治
公
民
館
連
合
会
と
意
見
交

換
し
て
も
な
か
な
か
策
が
見
つ

か
ら
な
い
。
ほ
か
の
自
治
体
の

状
況
も
勉
強
し
な
が
ら
、
効
果

的
な
方
策
を
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党

新 福
ふ く い

井 康
や す お

夫
Fukui Yasuo

■ 

県
立
美
術
館
建
設
推
進
に
つ
い
て

問  

県
立
美
術
館
建
設
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答  

設
計
期
間
が
令
和
２
年
度
～
３

年
度
、
建
設
期
間
が
令
和
３
年

度
～
５
年
度
で
、
令
和
６
年
度

中
に
オ
ー
プ
ン
予
定
。

問  

県
立
美
術
館
と
共
に
歩
む

中
部
地
区
の
集
い
協
議
会

の
取
り
組
み
は

答  

交
通
ア
ク
セ
ス
部
会
、
応
援
団

部
会
な
ど
各
部
会
が
活
動
中
。

ル
ー
ト
の
案
内
看
板
な
ど
の
位

置
決
定
も
し
て
い
き
た
い
。

問  

大
御
堂
廃
寺
跡
の
保
存
活

用
に
つ
い
て

答  

南
門
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
指

定
地
外
の
調
査
の
可
能
性
を
住

民
説
明
会
で
説
明
し
た
。
次
世

代
に
つ
な
げ
る
保
存
活
用
を
計

画
し
て
い
る
。

新 坂
さ か い

井 徹
とおる

Sakai Toru

■ 

市
長
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
先
見

性
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

問  

円
形
劇
場
一
帯
の
再
開
発

プ
ラ
ン
を
示
す
べ
き
で
は

答  

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
住
民
や
関
係
者
を

含
め
て
検
討
す
る
。
で
き
れ
ば

民
間
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問  

エ
ス
マ
ー
ト
跡
地
の
利
活

用
の
方
向
は

答  

事
業
者
は
、
現
時
点
で
は
具
体

的
な
ア
イ
デ
ア
は
な
い
と
の
こ

と
。
関
係
者
と
は
今
後
も
話
を

し
て
い
き
た
い
。

問  
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
移
転

の
可
能
性
は

答  

ま
ち
づ
く
り
と
は
別
の
観
点
か

ら
、
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
と
い

う
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

新 竺
じ く は ら

原 晶
し ょ う こ

子
Jikuhara Shoko

■ 

小
学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
と
性
教

育
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

■ 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
実

地
指
導
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

問  
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
で
き

な
い
か

答  

子
ど
も
自
身
に
権
利
の
主
体
が

あ
る
と
い
う
扱
い
方
に
つ
い
て

は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問  

県
内
高
校
で
は「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
予
防
学
習
」
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
中
学
校

で
の
実
施
は

答  

取
り
組
み
方
な
ど
現
状
と
合
わ

せ
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

問  

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
対

応
は

答  

指
導
の
権
限
は
市
に
も
あ
る
の

で
、
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
県
と

一
緒
に
な
っ
て
指
導
に
あ
た
っ

て
い
き
た
い
。
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公 山
や ま ぐ ち

口 博
ひ ろ た か

敬
Yamaguchi Hirotaka

■
農
林
振
興
に
つ
い
て

■
防
災
に
つ
い
て

問  

県
産
材
を
使
っ
た
学
校
・

福
祉
施
設
で
の
キ
ノ
コ
類

の
生
産
は

答  

原
木
キ
ノ
コ
栽
培
を
学
校
や
福

祉
施
設
で
体
験
す
る
こ
と
は
、

森
や
木
に
親
し
む
第
一
歩
と
し

て
有
意
義
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

中
部
森
林
組
合
の
活
動
に
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
み
が
広
が
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

問  

災
害
に
備
え
た
家
庭
用
発

電
機
・
蓄
電
機
の
整
備
助

成
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

答  
台
風
15
号
に
よ
る
大
規
模
停
電

の
よ
う
な
事
態
に
備
え
て
、
家

庭
で
発
電
機
や
蓄
電
機
を
整
備

す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
と
思

う
が
、
購
入
に
対
す
る
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。
自
助
の
範
囲

で
対
応
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

公 鳥
と ば

羽 昌
ま さ あ き

明
Toba Masaaki

■ 

台
風
15
号
・
19
号
を
教
訓
と
し
た
今

後
の
本
市
の
防
災
の
取
組
み
に
つ
い
て

問  

台
風
19
号
で
は
、
自
宅
外

で
の
被
災
、
特
に
車
で
移

動
中
の
犠
牲
者
が
多
か
っ

た
。
「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご

と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の

推
進
を

答  

非
常
に
有
効
な
も
の
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
取
り

組
み
を
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ

は
、
町
中な

か

に
浸
水
の
深
さ
や
避

難
所
な
ど
の
情
報
を
表
示
す
る

な
ど
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
あ

る
意
味
「
見
え
る
化
」
す
る
も
の

で
、
住
民
へ
の
水
害
に
対
す
る

危
機
意
識
の
醸
成
、
避
難
所
な

ど
の
認
知
度
向
上
を
図
る
な
ど
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
徹
底

の
一
つ
の
手
段
と
し
て
有
効
だ

と
考
え
て
い
る
。

公 鳥
と り か い

飼 幹
み き お

男
Torikai Mikio

 

■ 

民
法
改
正
に
伴
う
市
営
住
宅
の
保
証

人
制
度
に
つ
い
て

問  

市
営
住
宅
の
入
居
に
際

し
、
保
証
人
確
保
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

保
証
人
制
度
の
あ
り
方
を

問
う

答  

公
営
住
宅
は
、
低
額
所
得
者
へ

の
住
宅
供
給
と
い
う
目
的
を
踏

ま
え
る
と
、
保
証
人
を
確
保
で

き
な
い
た
め
に
入
居
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
な
い

よ
う
に
す
べ
き
。
保
証
人
を
入

居
の
要
件
と
す
る
こ
と
は
維
持

す
る
が
、
保
証
人
の
免
除
規
定

も
考
え
る
。
リ
ス
ク
対
応
に
つ

い
て
は
、
入
居
者
と
事
前
に
取

り
決
め
を
行
い
、
個
々
の
事
例

に
即
し
て
考
え
る
。
今
後
、
民

間
と
行
政
、
福
祉
と
住
宅
と
の

連
携
で
、
必
要
な
支
援
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

2020.3 （6）



【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党

創 米
よ ね だ

田 勝
か つ ひ こ

彦
Yoneda Katsuhiko

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て

■
市
役
所
の
観
光
資
源
化
に
つ
い
て

問  

市
営
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
を
整
備
す
る
考
え
は

答  

整
備
は
考
え
て
い
な
い
。
市
内

に
全
て
の
競
技
の
施
設
を
そ
ろ

え
る
こ
と
は
難
し
い
。
中
部
地

区
全
体
で
見
て
、
適
切
な
会
場

を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

問  

市
庁
舎
は
ド
コ
モ
モ
ジ
ャ

パ
ン
＊

か
ら
、
継
承
・
保
全

す
べ
き
建
物
に
選
ば
れ
た
。

観
光
に
ど
う
活
用
す
る
か

答  

選
ん
で
い
た
だ
き
光
栄
に
思
っ

て
い
る
。
令
和
２
年
１
月
か
ら

の
新
設
観
光
コ
ー
ス
の
一
つ
に

市
庁
舎
も
入
る
。
ド
コ
モ
モ
ジ
ャ

パ
ン
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど

紹
介
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
＊ 

ド
コ
モ
モ
ジ
ャ
パ
ン（D

O
C
O
M

O
M

O
 

Ja
p
a
n

）
…
近
代
建
築
の
記
録
や
保
存

活
動
を
行
っ
て
い
る
国
際
学
術
組
織

「D
O
C
O
M

O
M

O

」の
日
本
支
部

日 佐
さ と う

藤 博
ひ ろ ひ で

英
Sato Hirohide

■ 

高
校
通
学
費
補
助
に
つ
い
て

■
小
規
模
水
道
へ
の
補
助
に
つ
い
て

問  

高
校
生
の
通
学
費
補
助
に

市
は
ど
う
取
り
組
む
の
か

答  

月
７
千
円
を
超
え
る
交
通
費
に

つ
い
て
は
、
県
と
市
町
村
と
で

半
分
ず
つ
補
助
す
る
よ
う
当
初

予
算
に
反
映
さ
せ
た
い
。
た
だ

し
、
対
象
と
な
る
高
校
を
全
県

に
す
る
か
中
部
に
と
ど
め
る
か

は
今
後
検
討
す
る
。

問  

水
道
組
合
や
未
把
握
の
井

戸
へ
も
っ
と
支
援
を

答  

小
規
模
水
道
施
設
、
公
設
用
水

施
設
な
ど
17
か
所
は
、
環
境
課

と
水
道
局
と
で
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
小
規
模
水
道
施

設
に
限
ら
ず
、
井
戸
も
含
め
た

飲
料
水
供
給
施
設
の
実
態
把
握

を
し
た
い
。
飲
料
水
供
給
施
設

整
備
事
業
補
助
金
の
補
助
率（
現

在
３
分
の
１
）
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

創 佐
さ さ き

々木 敬
た か と し

敏
Sasaki Takatoshi

■
農
業
振
興
に
つ
い
て

問  
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
の
予
算
が
減
額
さ
れ

た
。
本
市
へ
の
影
響
と
現

状
に
つ
い
て
問
う

答  

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
に

は
、
準
備
型
と
経
営
開
始
型
が

あ
る
。
今
年
度
か
ら
支
給
対
象

年
齢
を
45
歳
未
満
か
ら
50
歳
未

満
に
引
き
上
げ
た
こ
と
で
対
象

者
が
増
加
し
、
更
に
対
前
年
で

20
億
円
超
の
国
の
予
算
が
減
額

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
付
対

象
者
に
交
付
決
定
で
き
な
い
自

治
体
も
あ
っ
た
が
、
本
市
を
含

め
県
内
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
。

今
後
影
響
が
出
る
よ
う
な
ら
国

に
対
し
要
望
す
る
。
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 執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。

※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと

なっています。

【議案に対する質疑】

専決処分とは… 議会の議決または決定すべき案件について、法定事由に該当する場合や議会の議決により委任さ

れた場合に、市長が議会に代わってこれを処分すること。法定事由とは、必要な時機までに議決

または決定を得るための議会を招集する時間的余裕がないときなど。

１２月
令和元年

第５回

定例会

議員名 通　告 担当部局

藤井 隆弘

Ｒ０１
一般
補正

 人件費 総務部
Ｒ０１
一般
補正

 個人番号カード利用環境整備事業 総務部

福井 康夫 国保
条例  倉吉市国民健康保険条例の一部改正について 健康福祉部

佐々木 敬敏

Ｒ０１
一般
補正

 鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業 企画産業部
公民館
指定
管理

 倉吉市公民館の指定管理者の指定について 教育委員会

米田 勝彦
Ｒ０１
一般
補正

 災害対策 総務部

大津 昌克

Ｒ０１
一般
補正  第３表 債務負担行為補正（市営温水プール指定管理料について） 教育委員会

国保
条例  倉吉市国民健康保険条例の一部改正について 健康福祉部

佐藤 博英 企業
立地

  倉吉市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する

法律第１０条第１項の規定に基づく準則を定める条例の一部改正について
企画産業部

大月 悦子

Ｒ０１
一般
補正

 災害対策 総務部
Ｒ０１
一般
補正

  個人番号カード利用環境整備事業 総務部

竺原 晶子
Ｒ０１
一般
補正

  個人番号カード利用環境整備事業 総務部

坂井 徹
Ｒ０１
一般
補正

  【歳入】固定資産税 総務部

鳥羽 昌明 専決
処分  議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定について） 教育委員会

山口 博敬

Ｒ０１
一般
補正

 個人番号カード利用環境整備事業 総務部
Ｒ０１
一般
補正

 一般道路新設改良 建設部

専決
処分… 報告第７号 議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定

について）

企業
立地… 議案第７４号  倉吉市企業立地の促進等による地域における産業集積の

形成及び活性化に関する法律第１０条第１項の規定に基
づく準則を定める条例の一部改正について

Ｒ０１
一般
補正

… 議案第６６号 令和元年度倉吉市一般会計補正予算（第４号）
公民館
指定
管理

…議案第７９号 倉吉市公民館の指定管理者の指定について

国保
条例… 議案第７３号 倉吉市国民健康保険条例の一部改正について

主
な
質
疑
・
答
弁

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処

分
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
に
つ
い
て
）

損
害
賠
償
額

４
万
９
８
３
０
円

― 

職
員
が
市
有
地
の
草
刈
り
作
業

中
に
、
草
刈
り
機
に
よ
り
飛
び

跳
ね
た
石
に
よ
り
、
付
近
に
駐

車
中
の
車
両
に
損
害
を
与
え
た

Ｑ 

草
刈
り
作
業
中
の
飛
び
石
事
故
が
８

月
、
９
月
と
連
続
し
て
発
生
。
前
回
の

事
故
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
た

の
か
。
何
が
原
因
と
考
え
る
か
。

Ａ 

自
走
式
草
刈
り
機
の
刃
を
地
面
に
近

づ
け
す
ぎ
な
い
、
安
全
カ
バ
ー
の
高

さ
調
整
や
取
り
替
え
な
ど
の
対
策
を

実
施
。
防
護
ネ
ッ
ト
の
使
用
も
検
討

し
た
が
、
ネ
ッ
ト
を
持
ち
歩
く
２
人

分
の
人
件
費
が
必
要
。
再
発
防
止
の

注
意
喚
起
や
対
応
策
を
行
っ
た
が
、

管
理
人
の
交
代
も
あ
り
、
徹
底
が
不

十
分
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、

道
路
や
駐
車
場
近
辺
の
草
刈
り
作
業

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
実
施

時
は
駐
車
場
に
車
を
入
れ
な
い
、
飛

散
し
そ
う
な
石
や
缶
の
点
検
を
す

る
。
ま
た
、
監
視
人
を
つ
け
る
こ
と

や
、
委
託
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
利
用
環
境

整
備
事
業

当
初
予
算
額

０
万
円

補
正
額

９
５
万
円

― 

令
和
２
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
消
費
活
性
化
策
の
実
施

に
備
え
、
そ
の
た
め
の
環
境
整

備
を
行
う

Ｑ

事
業
の
概
要
は

Ａ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
使
え
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
取
得
の

た
め
の
周
辺
機
器
の
整
備
、
広
報
用

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
行
う
。

Ｑ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況

と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
部
数
は

Ａ 

交
付
状
況
は
現
状
で
11
％
。
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
令
和
３
年

に
は
ほ
ぼ
持
っ
て
い
た
だ
く
と
考
え

て
い
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
２
万
部

作
成
し
、
全
戸
配
布
す
る
。

Ｑ 

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
場
所
は
。

啓
発
方
法
は

Ａ 

設
置
は
市
役
所
市
民
課
や
関
金
支

所
。
各
地
区
な
ど
で
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
説
明
し
、
普
及
に
努
め
た
い
。
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【質疑とは？】

　市長から提案された議案に対し、賛否の態度決定が可能になるよう、疑問や不明確な点を問う発言をいいます。自己の

意見を述べることはできません。倉吉市議会では質疑回数は１議題５回までとなっています。

Ｑ 

市
民
へ
の
波
及
効
果
は
。
事
業
内
容

の
わ
か
り
や
す
い
説
明
を

Ａ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
お
よ
び

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
各
種
ポ
イ
ン
ト
を

ひ
も
付
け
す
る
こ
と
で
、
消
費
活
性
化

効
果
も
期
待
で
き
る
。
今
後
一
層
わ
か

り
や
す
い
説
明
に
努
め
て
い
く
。

災
害
対
策

当
初
予
算
額

２
９
６
４
万
円

補
正
額

１
１
８
万
円

― 

令
和
元
年
中
に
発
生
し
た
台
風

で
被
災
し
た
他
の
自
治
体
を
支

援
す
る

Ｑ 

支
援
先
自
治
体
の
決
め
方
は

Ａ 

台
風
15
号
の
被
害
を
受
け
た
千
葉
県

館
山
市
と
は
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
倉
吉
市
か
ら
支

援
を
打
診
し
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど

の
物
資
を
送
っ
た
。
台
風
19
号
の
被

害
を
受
け
た
長
野
県
飯
山
市
は
、
総

務
省
の
被
災
市
町
村
応
援
職
員
確
保

シ
ス
テ
ム
で
鳥
取
県
が
支
援
す
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
県
内
市
町
村
に

派
遣
要
請
が
あ
り
、
倉
吉
市
か
ら
は

６
人
の
職
員
派
遣
を
行
っ
た
。

Ｑ 

派
遣
職
員
の
決
め
方
と
派
遣
期
間
は

Ａ 

派
遣
希
望
者
か
ら
被
災
家
屋
の
被
害

認
定
や
、
罹り

災
証
明
発
行
な
ど
の
業

務
経
験
者
を
派
遣
。
１
週
間
の
派
遣

を
３
回
、
１
回
２
人
で
行
っ
た
。

Ｑ 

帰
庁
後
の
報
告
と
検
証
は

Ａ 

派
遣
報
告
は
復
命
書
で
行
っ
て
い

る
。
市
民
へ
の
報
告
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
各
地
区
の
研
修
会
な
ど
で
職

員
の
体
験
談
や
役
立
つ
内
容
を
話
す

こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
今

後
検
討
す
る
。

債
務
負
担
行
為（
市
営
温
水

プ
ー
ル
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
）

業
務
期
間

令
和
２
年
度
～
６
年
度

限
度
額

２
億
６
４
０
０
万
円

Ｑ 
５
年
前
の
債
務
負
担
行
為
限
度
額
は

２

億

２
５
０
０

万

円

で

差

額

が

３
９
０
０
万
円
、
年
間
に
す
る
と

７
８
０
万
円
の
増
額
。
何
が
増
加
し

た
の
か
、
内
訳
は
。

Ａ 

正
職
員
３
人
の
と
こ
ろ
を
５
人
に
増

や
す
こ
と
に
よ
る
人
件
費
１
５
０
万

円
、
施
設
管
理
費
１
０
０
万
円
、
光

熱
水
費
１
６
０
万
円
、
通
信
広
告
費

２
０
万
円
、
そ
の
ほ
か
の
経
費

３
５
０
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

Ｑ 

高
齢
者
の
健
康
増
進
対
策
が
な
く

な
っ
た
。
高
齢
者
の
受
益
者
負
担
分

も
指
定
管
理
料
が
増
え
る
よ
う
収
入

の
試
算
を
し
て
い
る
の
か

Ａ 

現
指
定
管
理
者
の
過
去
４
年
間
の
平

均
が
１
４
０
０
万
円
の
利
用
料
収
入

の
と
こ
ろ
、
平
均
１
６
５
０
万
円
の

利
用
料
収
入
と
な
る
よ
う
要
求
し

た
。
指
定
管
理
者
側
は
、
年
々
利
用

料
収
入
が
減
っ
て
い
く
傾
向
を
考
え

て
い
た
が
、
広
報
な
ど
に
力
を
入
れ

て
増
や
す
努
力
を
求
め
た
。

倉
吉
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

― 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

答
申
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
保

険
料
の
急
激
な
増
額
と
な
ら
な

い
よ
う
所
要
の
配
慮
を
し
た
保

険
料
率
の
改
定
及
び
保
険
料
賦

課
方
式
の
変
更
を
行
う

Ｑ 

協
議
会
の
答
申
で
は
、
一
人
あ
た
り

年
に
１
万
６
６
０
０
円
の
引
き
上
げ

が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
条
例
改
正

で
は
１
万
円
程
度
の
引
き
上
げ
で
あ

る
。
そ
の
根
拠
は

Ａ 
引
き
上
げ
額
の
幅
が
大
き
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
抑
制
対
策
が
必
要
と
考
え

た
。
水
準
を
１
万
円
程
度
に
し
、
不

足
分
に
つ
い
て
は
基
金
を
活
用
す
る

こ
と
で
引
き
上
げ
額
を
抑
制
す
る
。

Ｑ 

医
療
費
の
抑
制
を
ど
う
行
う
の
か

Ａ 

医
療
費
の
通
知
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
差
額
通
知
、
糖
尿
病
性
腎
症

重
症
化
予
防
事
業
、
特
定
健
診
の
未

受
診
者
へ
の
勧
奨
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。

Ｑ 

滞
納
の
実
態
は

Ａ 

平
成
30
年
度
分
が
約
４
４
０
０
万

円
、
こ
れ
ま
で
の
滞
納
分
が
約

７
３
０
０

万

円

と
、

合

計

で

約

１
億
１
７
０
０
万
円
。
保
険
料
に
関

わ
っ
て
く
る
も
の
な
の
で
、
滞
納
抑

制
に
は
努
め
た
い
。

Ｑ 

資
産
割
が
廃
止
に
な
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
保
険
料
の
増
減
額
は
世
帯
に

よ
っ
て
変
わ
る
の
か

Ａ 

世
帯
構
成
や
所
得
、
固
定
資
産
税
に

よ
り
増
減
額
が
変
わ
る
。

※ 

議
員
本
人
が
執
筆（
要
約
）し
た
も
の
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※ 
予
算
額
、
補
正
額
の
１
万
円
未
満
を
切
り
捨
て
。
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【常任委員会とは？】

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願など

を審査します。行政の事務は多岐にわたり、専門的であるため、合理的・能率的

に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
１２月

令和元年

第５回

定例会

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
に
は
議

案
13
件
と
陳
情
１
件
が
付
託
さ
れ
、

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
に
よ
る
防
災
対
策
な
ど

　
審
査
の
結
果
付
託
さ
れ
た
補
正

予
算
・
条
例
案
件
の
う
ち
、
総
務

部
で
は
、
市
民
課
の「
個
人
番
号

カ
ー
ド
利
用
環
境
整
備
事
業
」、

防
災
安
全
課
の「
台
風
15
号
・
19

号
に
よ
る
防
災
対
策
」
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

緊
急
防
災
事
業
な
ど

　
建
設
部
で
は
、
緊
急
防
災
事
業

と
し
て
古
川
沢
地
区
避
難
路
整
備

工
事
、
単
独
災
害
復
旧
工
事
と
し

て
市
道
大
河
内
汗あ

せ

び干
線
法
面
復
旧

工
事
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
局
か
ら
は
倉
吉
市
水

道
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
業
務
指
標

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
も
、
少
数

意
見
を
留
保

　
議
案
第
81
号 

令
和
元
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）
と
議
案
第
84
号 

特
別
職
の
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
す

べ
き
と
し
た
少
数
意
見
の
留
保
が

あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
11
議
案
は

審
査
の
結
果
、
す
べ
て
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
第
14
号 

桜
を
見
る
会
の

実
態
解
明
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
は
、
委
員
長
採
決
で
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
福
井 

康
夫
）

総務建設常任委員会

委員

福井 康夫 委員長

鳥羽 昌明 副委員長

大津 昌克 委員

佐々木 敬敏 委員

佐藤 博英 委員

所管

総務部、建設部、会計課、 

水道局、議会事務局、 

選挙管理委員会、監査委員、

公平委員会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
議

案
６
件
が
付
託
さ
れ
、
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
料
算
出
根
拠
な
ど

を
審
議

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
議
案

第
79
号 

倉
吉
市
公
民
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
議
案

第
80
号 

倉
吉
市
営
温
水
プ
ー
ル

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

の
両
議
案
に
対
し
、
指
定
に
至
っ

た
経
過
、
指
定
管
理
料
の
算
出
根

拠
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

保
険
料
約
１
万
円
引
き
上
げ

　
健
康
福
祉
部
関
係
で
は
、
議
案

第
73
号 

倉
吉
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
審
議
を

行
い
、
倉
吉
市
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
化
に
向
け
て
、
一
人
あ

た
り
１
万
円
程
度
を
引
き
上
げ
と

す
る
改
定
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
保
険
料
率
で
国
保
事
業

の
運
営
を
行
っ
た
場
合
、
令
和
元

年
度
で
約
１
億
３
千
万
円
、
令
和

２
年
度
に
は
約
２
億
２
千
万
円
の

収
入
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
医
療
の
高
度
化
や
被
保
険

者
の
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
伸

び
に
よ
り
、
今
後
の
本
市
の
国
保

財
政
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
料
の
急
激
な
増
額
と

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
行
い
、
改

定
す
べ
き
と
し
た
も
の
で
す
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
鳥
飼 

幹
男
）

教育福祉常任委員会

委員

鳥飼 幹男 委員長

竺原 晶子 副委員長

伊藤 正三 委員

大月 悦子 委員

藤井 隆弘 委員　

所管 健康福祉部、教育委員会

少数意見の留保とは… 委員会の表決の結果、多数を得られず取り上げられない意見について、本会議にお

いて自ら少数意見として報告する権利を保持しておくこと。? 2020.3 （10）



【常任委員会】

　
企
画
産
業
常
任
委
員
会
に
は
議

案
４
件
と
陳
情
２
件
が
付
託
さ
れ
、

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

商
品
券
販
売
期
間
延
長
へ

　
議
案
第
66
号 

令
和
元
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）の
う
ち「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
販
売
状
況
は
」と
の
質
問
に
対

し
、
執
行
部
は「
非
課
税
者
の
申

込
率
が
32
％
。
申
込
期
限
を
１
月

末
ま
で
、
商
品
券
の
販
売
期
日
を

２
月
28
日
ま
で
に
延
長
し
、
案
内

す
る
。
12
月
中
は
土
日
も
販
売
を

行
い
、
１
月
か
ら
は
市
役
所
第
２

庁
舎
で
の
販
売
を
行
う
」と
答
弁
。

利
用
料
金
は
妥
当

　
議
案
第
77
号 

エ
キ
パ
ル
倉
吉

及
び
倉
吉
市
駐
車
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
に
関
し
て

「
会
議
室
の
利
用
料
に
つ
い
て
考

慮
し
て
い
る
か
」
と
の
質
問
に
対

し
、
執
行
部
か
ら「
近
隣
施
設
を

考
慮
し
料
金
を
設
定
。
利
用
実
績

も
多
く
、
料
金
は
妥
当
。
多
目
的

ホ
ー
ル
利
用
者
は
年
間
９
１
６
４

人
と
多
く
、
予
約
が
と
り
づ
ら
い

状
況
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
第
15
号 

放
送
法
に
お
け

る「
受
信
設
備
の
設
置
」
概
念
の
法

に
適
合
し
た
運
用
に
つ
い
て
の
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
は
、
全
会
一

致
で
研
究
留
保
、
陳
情
第
16
号 

公
共
放
送
の
運
営
に
係
る
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
及
び
、
消
費

者
保
護
体
制
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
は
、
趣
旨
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
福
谷 

直
美
）

企画産業常任委員会

委員

福谷 直美 委員長

丸田 克孝 副委員長

坂井  徹 委員

山口 博敬 委員
米田 勝彦 委員

所管 企画産業部、農業委員会

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党

※議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。

会派・個人

視察報告 【令和元年１１月～令和２年１月分】

期間 令和元年１１月１８日（月）～１９日（火） 旅費総額 ２２，１００円

視察先・目的 滋賀県大津市 全国市町村国際文化研修所 令和元年度 第２回市町村議会議員特別セミナー

視察者（会派）  大津昌克 １人

期間 令和２年１月１６日（木）～１７日（金） 旅費総額 ５７，１３０円

視察先・目的

東京都立川市 立川市役所
自治会への加入・参加促進の取り組み及び立川市自治会等
を応援する条例について

東京都千代田区 鳥取県東京本部 業務内容全般について

東京都千代田区 議員会館 地元選出国会議員への要望活動

視察者（会派）  大月悦子 １人

期間 令和２年１月１６日（木）～１８日（土） 旅費総額 １４２，２８０円

視察先・目的

東京都立川市 立川市役所
自治会への加入・参加促進の取り組み及び立川市自治会等
を応援する条例について

東京都千代田区 鳥取県東京本部 業務内容全般について

東京都千代田区 議員会館 地元選出国会議員への要望活動

東京都港区
鳥取県・岡山県共同アンテナショップ 

「とっとり・おかやま新橋館」
鳥取県（倉吉市）への定住促進及び県立ハローワークの状況
について

視察者（会派）  福谷直美、丸田克孝 ２人

期間 令和２年１月２７日（月）～２８日（火） 旅費総額 ５２，０００円

視察先・目的 福岡県福岡市 リファレンス駅東ビル
地方議員研究会講座  「医学博士が教える認知症対策特別講座」 

「我が国が直面する学校統廃合特別講座」

視察者（会派）  藤井隆弘 １人

期間 令和２年１月２８日（火）～３０日（木） 旅費総額 １１０，３８０円

視察先・目的

三重県亀山市 亀山市役所 子ども・子育て会議について、日曜窓口について

三重県名張市 名張市役所 名張市ばりばり食育条例について、議場コンサートについて

奈良県大和郡山市 大和郡山市役所 リメイク大和郡山について

視察者（会派）  米田勝彦、佐々木敬敏 ２人
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【議案等の議決結果】

―一般会計補正予算など２３議案、

　　　　　　　　　　　　　　　陳情３件などを審議―

 議案番号 件　名 賛成 反対

報告 第 7号 議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定について） 報告受理

議案 第 66号 令和元年度倉吉市一般会計補正予算（第4号） 12 2

議案 第 67号 令和元年度倉吉市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 68号 令和元年度倉吉市下水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 69号 令和元年度倉吉市集落排水事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案 第 70号 令和元年度倉吉市水道事業会計補正予算（第3号） 原案可決

議案 第 71号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
の制定について

原案可決

議案 第 72号 倉吉市福祉事務所設置条例の一部改正について 原案可決

議案 第 73号 倉吉市国民健康保険条例の一部改正について 原案可決

議案 第 74号
倉吉市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律第10条
第1項の規定に基づく準則を定める条例の一部改正について

原案可決

議案 第 75号 倉吉市農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決

議案 第 76号 倉吉市上水道給水条例及び倉吉市公共下水道条例の一部改正について 原案可決

議案 第 77号 エキパル倉吉及び倉吉市駐車場の指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 78号 倉吉市高齢者生活福祉センターの指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 79号 倉吉市公民館の指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 80号 倉吉市営温水プールの指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 81号 令和元年度倉吉市一般会計補正予算（第５号） 11 3

議案 第 82号 令和元年度倉吉市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案 第 83号 令和元年度倉吉市水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

議案 第 84号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について 10 4

議案 第 85号 倉吉市職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

議案 第 86号 倉吉市印鑑条例の一部改正について 原案可決

議案 第 87号 監査委員の選任について 6 5

選挙 第 4号 鳥取中部ふるさと広域連合議会議員の補欠選挙について 指名推選

選挙 第 5号 鳥取県後期高齢者医療広域連合議会議員の補欠選挙について 指名推選

議会
発議

第 6号「桜を見る会」真相解明を求める意見書提出について 原案可決

審議の結果

賛否が分かれた案件は、その内訳を表記しています。
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賛否の内訳

　　
賛
成
反
対

議
決
結
果

福
谷 

直
美

藤
井 

隆
弘

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

丸
田 

克
孝

福
井 

康
夫

伊
藤 

正
三

竺
原 

晶
子

坂
井 

徹

鳥
飼 

幹
男

鳥
羽 

昌
明

山
口 

博
敬

米
田 

勝
彦

佐
々
木 

敬
敏

佐
藤 

博
英

番号 件　　名
委員長報告

（付託委員会）
委員長報告に対する賛否

陳情 第 14号
桜を見る会の実態解明を求める意見書
提出について

採択
（総務建設）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

陳情 第 15号
放送法における「受信設備の設置」概念
の法に適合した運用についての意見書
提出について

研究留保
（企画産業）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 研究留保

陳情 第 16号
公共放送の運営に係るコンプライアン
スの徹底及び、消費者保護体制の強化
を求める意見書提出について

趣旨採択
（企画産業）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 趣旨採択

請願・陳情の結果

○賛成、　×反対、　※退席・除斥、－議長のため表決に加わらず
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議案番号 件　　名 議案に対する賛否

議案 第 66号 令和元年度倉吉市一般会計補正予算（第4号） ○ ○ × ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 2 原案可決

議案 第 81号 令和元年度倉吉市一般会計補正予算（第5号） ○ ○ × ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 11 3 原案可決

議案 第 84号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について ○ ○ × × ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 10 4 原案可決

議案 第 87号 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ※ ※ － × × × × × ○ ○ ※ 6 5 同意

【臨時会とは？】

　特定の事件に限ってこれを審議するために、臨時招集される議会のことをいいます。

令和２年１月第１回臨時会 議案等の議決結果

１月
令和２年

第１回

臨時会

　令和２年１月第１回倉吉市議会臨時会が１月１５日（水）に開催され、市道の路線の認定などについて

審議されました。

審議の結果

 議案番号 件　　　名 議決結果

報告 第 １号 議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定について） 報告受理

議案 第 １号 市道の路線の認定について 原案可決
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【議会だより編集委員】

佐藤 博英委員長、竺原 晶子副委員長

鳥羽 昌明委員、藤井 隆弘委員、米田 勝彦委員

株式会社グッドスマイルカンパニー

楽月工場（ラッキーファクトリー）

 ペティ・ミカエル さん
（フランス出身）

楽しいまち倉吉を発信しましょう

「フィギュア工場で働きたい」から倉吉に

　鳥取県でホームステイを経験し、ステイ先の

友人に倉吉観光に連れて行ってもらったことが

きっかけで、初めて倉吉に来ました。当時、赤

瓦１号館に（株）グッドスマイルカンパニーの出

張ショップがあり、大好きなフィギュアの工場

が倉吉にあることを知り、ぜひ働きたいと思い

応募しました。現在は、楽
らくつき

月工場で海外との取

引業務や海外の技術指導、研究、開発の場面で

通訳者・翻訳者として働いています。

ここは、いろいろな体験ができるまち

　倉吉は穏やかなまちでありながら、活発な面

も持ち合わせています。ボルダリング施設をは

じめ、陸上競技場、射撃場、プールなど、スポー

ツが好きな人にとっては、とても良いところで

す。イベントも多く、打吹まつり、ものづくり

体験、スポーツ体験、ひなビタ♪関連の祭りな

ど、私も多くのイベントに参加しました。また、

打吹公園の春と秋の美しさは、何度見ても感動

します。白壁土蔵群の風情ある町並みも大好き

です。最近はいろいろなイベントで盛り上がっ

てきていますが、閉店しているお店もあり、少

し寂しく思っています。

　倉吉に県立美術館が完成してフィギュア

ミュージアムと連携した面白い展示を行うこと

ができれば、もっともっと倉吉は楽しいまちに

なりそうですね。

　個人的に難を言えば、「まんが王国」といわれ

ている鳥取県なのに、漫画やアニメグッズを扱

う専門店が中部にはないのが不思議に感じます

（米子か隣県に行かなければなりません）。

活発な動きで外から人を呼び込む

　倉吉を楽しいまちにするために、市や市議

会、たくさんの人がもっと活発に動くといいで

すね。また、外から人が訪れるイベントを増や

して、その宣伝に力を入れてほしいです。

令和２年 ３月

第２回 倉吉市議会定例会

【会　　期】 ３月２日（月）～３月２５日（水）

【会議日程】

月日
曜
日

会議

区分
時 間 内　容

３月２日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明

３日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

４日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

５日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

６日 金 予　備　日

７日 土 休　　会

８日 日 休　　会

９日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑

１０日 火 本会議 午後１時
付議議案に対する質疑

～委員会付託

１１日 水 予　備　日

１２日 木 委員会 総務建設常任委員会（予定）

（録画のみ）１３日 金 委員会 総務建設常任委員会（予定）

１４日 土 休　　会

１５日 日 休　　会

１６日 月 委員会 企画産業常任委員会（予定）

（録画のみ）

１７日 火 委員会 企画産業常任委員会（予定）

１８日 水 委員会 教育福祉常任委員会（予定）

１９日 木 委員会 教育福祉常任委員会（予定）

２０日 金 休　　会

２１日 土 休　　会

２２日 日 休　　会

２３日 月 予　備　日

２４日 火 議事整理日

２５日 水 本会議 午前１０時
委員長報告

～付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※ 常任委員会は録画放送のみ。 

録画放送は開催日の午後７時から。

４年ぶりの再刊となった倉吉市議会だより「白壁」も１２号と

なりました。 再刊にあたり「倉吉らしいネーミングを」と倉吉

を代表する町並みから名前をつけたものです。 ▼発行を重

ねるごとに内容も充実し、 このたび月刊「地方議会人」（（株）中央文化

社）で「住民の意見や提案を起点とした情報の共有がある記事」と評

価されました。▼鳥取県中部地震の翌年に再刊した「白壁」。倉吉でも、

人口減少 ・ 高齢化が進行中です。 一方、 フィギュアミュージアムや打

吹回廊がオープンし、 令和6年度の鳥取県立美術館開館に向けて動

く新しい息吹を感じています。 ▼１月からは市役所第2庁舎が開庁し、

4月からは本庁舎 ・ 北庁舎も新体制となります。 議会にとっては一つ

の危機だとひそかに思っています。 市民に直結した部門が第2庁舎に

移り、 議会棟のある本庁舎への市民の流れが遠のくのではないかと

危惧しています。 ▼皆様に議会への関心を持っていただき、 市民との

コミュニケーションの役割を担う議会だよりの作成に、 これまで以上に

努めますので今後ともよろしくお願いします。 （編集委員　藤井 隆弘）

※ 倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧い
ただけます。最新の会議情報、議長日程、議員
名簿、市議会だより、会議録検索システムなど
を掲載しています。 

。 倉吉市議会


